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100 ％
上記以外の試験、

平常点評価
授業参加度、リアクション・ペーパー（40％）、中間レポート（10％）、確認テスト（50％）で総合的に評価する。

教科書 毎回プリントを配布し、教科書は指定しない。

参考資料 授業内で提示する。

レポート

事前学修 2時間
事前に配布されるリーディング・アサイメント（プリント資料）を読んでおき、疑問に思ったことなどをノートにまとめ
ておく。

事後学修 2時間
授業最後の時間に書くリアクション・ペーパー（初回の授業で説明する）に疑問点や考えさせられたことを書く。授
業で配布するプリントを再度読んで、理解を深めておく。毎回テーマごとに参考文献を提示するので、関心のある
テーマは是非読み進めてもらいたい。半期の間に３冊ほど通読することが望ましい。

成績評価方法 割合 評価基準等

定期試験

移民（１）ヨーロッパからの移民

授業全体の総括と確認テスト

移民（３）日系移民

第二次世界大戦（１）愛国主義・ナショナリズム

第二次世界大戦（２）星条旗の表象・兵士の背景

第二次世界大戦（３）戦争の記憶と記念碑

大衆消費社会

第二波フェミニズムとポストフェミニズム再考

公民権運動（１）公民権を求める長い歴史

公民権運動（２）1960年代中頃からポスト公民権運動の時代

都市と郊外（１）レビット・タウン

都市と郊外（２）ゲイテッド・コミュニティ

麻薬戦争と監獄社会

科目名
American Studies Ⅲ（ア
メリカ研究Ⅲ）

5356402

外国語学部

移民（２）中国系移民とメキシコ系移民

武井　寛

期待される学修成果 異文化・国際理解 FL2WOR504

到達目標及びテーマ
１．アメリカ合衆国の文化と社会に関する幅広い知識を身につけることができる。
２．係争点を検討することで多様な立場の意見に耳を傾け、自分の意見を発信する能力を鍛えることができる。
３．リアクション・ペーパーやレポートを通して、文章作成能力や自分の考えをアウトプットする技術を身につけることができる。

担当教員

授業の概略

本講義はアメリカ合衆国に焦点を当て、アメリカの社会や文化を多様な分野から具体的事例を取り上げて、その歴史的背景、争
点、多様な意見を検討することを目的とする。それにより、アメリカに対する幅広い関心を抱き、現代のアメリカ社会を分析する思
考を養いたい。授業は講義形式で行い、授業プリントを配布し、ビデオなどの映像資料も適宜用いていきたい。また、参考となる文
献や映画なども紹介していく。授業の内容は以下のように予定しているが、若干の変更がある場合もある。

授業計画

オリンエンテーション



（この書式はシラバスとセットにします） 

岐阜聖徳学園大学 American StudiesⅢ（アメリカ研究Ⅲ）の受講を希望するコンソーシアム加盟校の

学生に向けて 

後学期授業期間 2017 年 9 月 25 日から、2018 年 1 月 23 日まで 

時 間 割 毎週月曜日 3 時限目 13 時 10 分開始 14 時 40 分終了 

授業の回数 15 回 

初回の授業日 2017 年 9 月 25 日 

備 考 授業が始まったら、休講などの連絡は学内の掲示板を使います。 

 

授業が受けられる教室 

対面授業の教室（実際の教室） 

キャンパス 羽島キャンパス 

教 室 ６号館 6301 講義室 

住 所 岐阜市柳津町高桑西１－１ 

地 図 

 

交通アクセス 岐阜バス 

岐阜駅から「岐阜聖徳学園大学」行乗車。終点下車。 

備 考 12/5(火),12/26(火),1/2(火)は授業がありません。 

 

 

授業を開設する大学について 

ホームページ http://www.shotoku.ac.jp/ 

授業についての 

質問はこちらへ 

羽島教務課（058-279-3493） 

 


